
中国の旅へと誘う多様な魅力を発信
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
に
出
展

中
国
文
化
の
深
み
　

紹
介

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
訪
日
団
の
団
長
に
聞
く

観
光
文
化
交
流
が
重
要

中
日
双
方
向
で
活
性
化

司長　李　世宏氏

中国国家観光局　　
観光促進国際協力司

天
津
の
観
光
、芸
術
で
魅
了

交
流
促
進
へ
　

東
京
で
イ
ベ
ン
ト


月

～

日
の
５
日
間

ク
ル
ー
ズ

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

上
海
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｍ

月

～

日

人以上のバイヤーが
参加する大型旅行博覧会

シ
テ
ィ
ツ
ー
リ
ズ
ム

（１０）第２７６９号 第３種郵便物認可 ２０１４年（平成２６年）１０月４日（土曜日）

　
９
月

日
か
ら
３
日
間
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
（
東
京
都
江
東
区
）
で
開
か
れ
た
世
界
最
大
級
の
旅
の
祭
典
「
ツ

ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
」
に
中
国
の
観
光
を
Ｐ
Ｒ
す
る
大
型
ブ
ー
ス
が
開
設
さ
れ
、
連
日
、
多
く
の
来
場
者

で
に
ぎ
わ
っ
た
。中
国
か
ら
は

の
省
市
か
ら
約

人
の
代
表
団
が
来
日
し
、中
国
へ
の
旅
行
を
直
接
呼
び
か
け
た
。

会
場
内
の
メ
ー
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
海
南
省
歌
舞
団
に
よ
る
踊
り
を
披
露
。
ブ
ー
ス
内
で
は
、
太
極
茶
道
、
茶
芸
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
中
国
茶
の
試
飲
を
行
っ
た
。
書
道
と
篆
刻

て
ん
こ
く

の
実
演
、
少
数
民
族
の
衣
装
で
着
飾
っ
た
女
性
と
の
写

真
撮
影
会
な
ど
も
。
ク
イ
ズ
に
答
え
る
と
各
種
の
景
品
が
当
た
る
大
抽
選
会
な
ど
も
実
施
し
た
。
展
示
や
イ
ベ
ン
ト

を
通
じ
、
日
本
の
消
費
者
に
中
国
へ
の
旅
を
魅
力
的
に
伝
え
た
。

▶
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
の
メ
ー
ン
ス
テ
ー

ジ
で
披
露
さ
れ
た
海
南
省
歌
舞
団
の
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
（
９
月

日
）
＝
海
南
省
歌
舞
団
は
１
９
９
１

年
に
創
立
さ
れ
て
以
来
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
民
族
舞
踏
劇

「
黄
道
婆
」
「
中
国
に
海
南
島
有
り
」
「
海
南
島
」

「
東
坡
九
歌
」
「
豊
碑
」
「
旗
」
な
ど
を
上
演
。
海
南

民
族
芸
術
の
発
展
に
力
を
注
ぎ
、
海
南
島
の
歴
史
文
化

と
、
恵
ま
れ
た
海
南
の
風
景
を
表
現
し
て
い
る
。

太
極
茶
道
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

連日行列ができ、にぎわった中国ブース

書道の実演印章への篆刻の実演茶芸の披露と中国茶の試飲も民族衣装で中国をＰＲ

　

中
国
と
日
本
の
間
の
観

光
交
流
人
口
の
現
状
は
ど
う

か
。

　
「
今
年
の
実
績
で
は
、
１
～

８
月
の
訪
日
中
国
人
観
光
客
数

は
前
年
同
期
比

％
増
の
１
５

４
万
人
、
１
～
７
月
の
訪
中
日

本
人
観
光
客
数
は
同
７
％
減
の

１
５
２
万
人
だ
っ
た
」

　

日
中
関
係
改
善
の
兆
し

が
出
て
き
て
い
る
。
訪
中
日
本

人
観
光
客
も
徐
々
に
戻
る
の
で

は
な
い
か
。

　
「
訪
中
日
本
人
観
光
客
は
徐

々
に
戻
っ
て
き
て
い
る
が
、
数

の
減
少
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
理
由

が
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
言
え
る

こ
と
は
、
両
国
の
先
輩
達
が
築

き
上
げ
て
き
た
友
好
交
流
関
係

を
今
の
世
代
が
引
き
継
ぎ
、
次

世
代
に
も
残
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

両
国
間
の
経
済
交
流
は
も
ち
ろ

ん
重
要
だ
が
、
両
国
民
間
の
友

好
交
流
、
観
光
文
化
交
流
は
、

関
係
の
根
底
を
な
す
最
も
重
要

な
交
流
だ
。
中
国
国
家
観
光
局

は
、
ず
っ
と
そ
の
よ
う
な
姿
勢

で
観
光
政
策
を
行
っ
て
い
る
」

　

増
え
続
け
る
訪
日
中
国

人
旅
行
客
を
迎
え
入
れ
る
日
本

の
宿
泊
施
設
、
旅
行
会
社
、
観

光
行
政
な
ど
に
ア
ド
バ
イ
ス

を
。

　
「
中
国
で
は
リ
タ
イ
ア
層

（

歳
以
上
）
が
い
ま
世
界
中

に
旅
行
に
出
か
け
て
い
る
。
彼

ら
は
日
本
語
が
分
か
ら
な
い
の

で
、
中
国
語
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス

や
表
示
が
あ
る
と
安
心
し
て
旅

行
が
で
き
る
。
ま
た
習
慣
上
、

飲
み
物
は
冷
た
い
も
の
よ
り
お

茶
な
ど
の
温
か
い
も
の
を
好

む
」

　
「
子
供
を
連
れ
た
家
族
で
の

訪
日
旅
行
も
増
え
て
い
る
。

『
旅
行
も
教
育
の
一
つ
』
と
い

う
考
え
方
で
、
親
は
レ
ジ
ャ
ー

よ
り
子
供
の
学
び
を
優
先
す

る
。
最
先
端
工
場
の
生
産
ラ
イ

ン
の
見
学
な
ど
旅
程
の
中
に
学

び
の
要
素
を
入
れ
る
と
喜
ば
れ

る
」

　
「
海
外
旅
行
慣
れ
し
た
層
も

出
始
め
て
い
る
。
中
国
人
向
け

の
新
し
い
観
光
ル
ー
ト
や
、
格

安
ツ
ア
ー
で
は
な
い
質
の
高
い

内
容
の
旅
行
の
提
案
が
求
め
ら

れ
て
い
る
」
　

　
「
韓
国
や
欧
米
各
国
は
と
く

に
昨
年
か
ら
、
中
国
人
向
け
査

証
発
給
手
続
き
を
続
々
と
簡
略

化
し
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て

中
国
人
観
光
客
数
も
増
え
て
い

る
。
一
定
の
規
律
は
常
に
必
要

だ
が
、
査
証
発
給
条
件
の
緩
和

や
申
請
手
続
き
の
簡
素
化
は
、

中
国
人
観
光
客
数
の
増
加
に
つ

な
が
る
は
ず
だ
」

　

日
本
の
観
光
業
界
に
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
。

　
「
一
方
通
行
の
旅
行
は
コ
ス

ト
が
か
か
る
。
双
方
向
の
旅
行

に
す
る
こ
と
で
全
体
の
コ
ス
ト

が
下
が
り
、市
場
も
拡
大
す
る
。

中
国
と
日
本
の
観
光
業
界
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
国
内
で
各
方
面
の

協
力
を
得
て
、努
力
を
重
ね
、中

日
双
方
向
交
流
の
規
模
の
拡
大

に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

【
聞
き
手
・
江
口
英
一
】

『天津文化観光ウィーク及び衆芳所在－東方芸術展』
開　幕　式：月日（月）午後３時～

挨拶、テープカット、席画披露と交流
展　　示：月日（月）～日（金）

午前時分～午後５時分　
※最終日午後４時まで

講　　演：「私の初めての中国」（学生４人）
月日（木）午後４時～６時（予定）

セミナー：「天津観光の可能性」（天津市観光局）
月日（金）午前時分～午後
時分（予定）

開　催　地：東京中国文化センター　東京都港区虎
ノ門３－５－１　森ビル１階

主催団体：東京中国文化センター、中国駐日本観
光代表処、天津市観光局、天津市美術
家協会、南開大学東方芸術学部

後援団体：
中華人民共和国駐日本国大使館、新華社日本総局、
日本外務省、日本国土交通省観光庁、日本政府観
光局（ＪＮＴＯ）、公益社団法人日中友好協会、
日中友好議員連盟、社団法人日中協会、一般財団
法人日本中国文化交流協会、一般社団法人日本旅
行業協会、一般社団法人全国旅行業協会、一般社
団法人東京華僑総会、日本華僑華人文学芸術界聯
合会 　（予定含む）

▶
黄
崖
関
長
城
＝
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
。
北
斉
時
代
に
建
て
ら
れ
、
明
代
に
修
復
さ

れ
た
。
黄
崖
関
は
天
津
十
景
の
一
つ
で
、
国
家
４
Ａ
級
の
景
勝
地
。
毎
年
国
際
マ
ラ
ソ

ン
大
会
が
開
か
れ
て
い
る

利順徳大飯店＝初の外国人客向けホテルとして年
に建てられた。国の重点文物保護に登録

海河クルーズ＝海河の両岸を眺められる

▼古文化街＝天津の古い街並みの雰囲気を残した人気
スポット

梅江会議展覧センター

　
今
年
の
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｍ
（
中
国

国
際
旅
行
博
覧
会
）
が

月


日
（
金
）
～

日
（
日
）

ま
で
、
上
海
新
国
際
博
覧
セ

ン
タ
ー（New International 

Expo Center

）
で
開
催
さ
れ

る
。

　
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｍ
は
毎
年
国
内
外

か
ら
２
千
以
上
の
セ
ラ
ー
、

千
人
以
上
の
バ
イ
ヤ
ー
が
参

加
す
る
大
型
旅
行
博
覧
会

で
、
会
期
中
は
世
界
各
国
か

ら
参
加
者
が
集
結
す
る
。
３

日
間
に
渡
っ
て
商
談
、
特
色

あ
る
ブ
ー
ス
出
展
に
よ
る
観

光
情
報
の
紹
介
・
発
信
が
行

わ
れ
る
。

　
中
国
は
２
０
１
３
年
に
世

界
最
大
の
海
外
旅
行
市
場
と

な
り
、
２
０
１
４
年
に
は
約

１
億
２
千
万
人
の
海
外
旅
行

者
を
送
り
出
す
と
の
予
測
が

あ
る
ほ
か
、
現
在
世
界
３
位

の
観
光
客
受
け
入
れ
国
と
な

っ
て
い
る
。
今
後
観
光
の
潜

在
力
は
大
き
く
、
市
場
は
拡

大
す
る
見
込
み
だ
。

　
中
国
観
光
局
駐
日
本
代
表

処
で
は
、
第
１
種
旅
行
業
者

を
対
象
に
バ
イ
ヤ
ー
と
し
て

参
加
を
案
内
す
る
予
定
だ
。

　
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｍ
に
つ
い
て
の
詳

細
は
公
式
Ｈ
Ｐ
（http://ww

w.citm.com.cn/index.aspx

）

か
ら
。

　
◆
天
津
市
の
概
要
　
中
華
人
民
共
和
国
の
四
つ
の
直

轄
市
の
一
つ
。
中
国
北
方
最
大
の
対
外
開
放
港

　
面
積
＝
１
万
１
７
６
０
平
方
㌔
㍍
。
海
岸
線
の
長
さ

は
１
５
３
㌔
㍍

　
人
口
＝
１
４
０
０
万
人

　
気
候
＝
四
季
が
は
っ
き
り
し
た
大
陸
性
気
候
。
春
は

風
の
日
が
多
く
、
雨
は
少
な
い
。
夏
は
高
温
多
雨
。
秋

は
快
適
。
冬
は
寒
く
、
空
気
が
乾
燥
し
て
い
る

　
位
置
＝
華
北
平
原
の
北
東
部
、
太
平
洋
の
西
海
岸
部

環
渤
海
湾
の
中
心
に
位
置
し
、
北
に
燕
山
山
脈
、
東
は

渤
海
に
臨
む
。
北
京
市
と
の
距
離
は
１
２
０
㌔
㍍

　
歴
史
＝
「
天
津
」
の
名
が
歴
史
に
登
場
す
る
の
は
１

４
０
４
年
。明
の
永
楽
帝
の
頃
に「
天
子
経
過
的
渡
口
」

と
あ
り
、
「
天
子
が
お
渡
り
に
な
っ
た
渡
し
場
」
の
意

味
で
「
天
津
衛
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
９
カ

国
の
租
界
が
置
か
れ
、
今
も
多
く
の
洋
風
建
築
物
が
残

る
。
良
港
に
恵
ま
れ
、
各
地
の
料
理
も
伝
来
。
洋
風
建

築
と
グ
ル
メ
は
天
津
独
特
の
都
市
風
情

▼東疆港定期客船母港＝６隻の大型客船の停泊が可能

　
天
津
市
内
を
流
れ
る
海
河

を
遊
覧
す
る
「
海
河
遊
覧
船

観
光
ツ
ア
ー
」
は
２
０
０
９

年
に
開
始
。デ
イ
ク
ル
ー
ズ
、

ナ
イ
ト
ク
ル
ー
ズ
な
ど
を


余
隻
で
運
航
し
て
い
る
。
ま

た
、コ
ス
タ
ロ
マ
ン
チ
カ
号
、

レ
ジ
ェ
ン
ド
オ
ブ
シ
ー
ズ

号
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
プ
リ
ン

セ
ス
号
、
ビ
ク
ト
リ
ア
号
な

ど
の
国
際
豪
華
客
船
が
天
津

東
疆
国
際
旅
客
本
港
を
往

来
。
毎
年
１
０
０
隻
以
上
の

国
際
豪
華
客
船
が
入
港
す

る
。

　
天
津
市
に
は
租
界
地
が
あ

っ
た
た
め
、
街
に
は
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
風
情
が
残
っ
て
い

る
。
英
、
仏
、
伊
、
独
な
ど

の
様
式
の
建
築
物
が
２
３
０

棟
あ
り
、
「
万
国
博
覧
会
」

と
も
呼
ば
れ
る
。
郊
外
に
少

し
足
を
延
ば
せ
ば
、
世
界
遺

産
、
万
里
の
長
城
の
見
学
も

可
能
だ
。
「
黄
崖
関
長
城
」

は
全
長

㌔
㍍
。
１
９
９
９

年
か
ら
国
際
マ
ラ
ソ
ン
大
会

も
開
か
れ
て
い
る
。

　
天
津
市
は
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
も
注
目
を
集
め
て
い
る
。

「
中
国
旅
游
（
旅
行
）
産
業

博
覧
会
」
は
２
０
０
９
年
か

ら
毎
年
１
回
開
催
さ
れ
て
い

る
。
今
年
は
、
９
月

～


日
に
開
催
さ
れ
、
ブ
ー
ス
展

示
や
商
談
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
ク
ル

ー
ズ
船
や
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ

ー
な
ど
の
展
示
も
。
大
型
旅

行
博
覧
会
と
し
て
、
世
界
の

旅
行
業
界
か
ら
高
い
評
価
を

得
て
い
る
。

　
中
国
国
家
観
光
局
駐
日
本

国
代
表
処
、
天
津
市
観
光
局

な
ど
は

月

～

日
の
５

日
間
、
「
天
津
文
化
観
光
ウ

ィ
ー
ク
及
び
衆
芳
所
在
―
東

方
芸
術
展
」
を
東
京
・
港
区

の
東
京
中
国
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
く
。
中
国
を
代
表
す
る

港
湾
都
市
と
し
て
栄
え
た
天

津
市
の
文
化
遺
産
、
観
光
素

材
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
。
天
津
南
開

大
学
東
方
芸
術
学
部
の
芸
術

家
も
来
日
。
書
画
、
篆
刻
の

実
演
、
陶
磁
器
の
展
示
も
行

う
。
イ
ベ
ン
ト
に
先
立
ち
天

津
の
観
光
の
魅
力
を
紹
介
す

る
。

□
　
　
　
□

　
天
津
市
は
、
中
国
の
４
大

直
轄
市
の
一
つ
で
、
中
国
北

方
の
渤
海
経
済
圏
の
中
心
都

市
だ
。

　
国
際
貿
易
で
有
名
な
一
大

港
湾
都
市
で
も
あ
る
。
北
京

と
の
距
離
は
１
２
０
㌔
㍍
で

「
京
津
城
際
鉄
路
（
新
幹

線
）
」
が
約

分
で
結
ぶ
。

　
天
津
濱
海
国
際
空
港
に

は
、

カ
国
の
航
空
会
社
が

乗
り
入
れ
、
１
０
０
を
超
え

る
航
空
路
線
が
あ
る
。
年
間

旅
客
数
は
１
千
万
人
を
超
え

る
。
日
本
の
都
市
と
の
間
を

結
ぶ
航
空
路
線
も
新
規
路

線
、
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
就
航

が
活
発
化
し
て
い
る
。

　
天
津
港
は
世
界
最
大
の
人

工
深
水
港
で
、
貨
物
輸
送
で

は
１
８
０
カ
国
・
５
０
０
港

と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
米
国

や
イ
タ
リ
ア
を
は
じ
め
と
し

た
大
型
客
船
も
数
多
く
入

港
。
同
時
に
６
隻
の
大
型
ク

ル
ー
ズ
船
の
停
泊
が
可
能

で
、
年
間

万
人
の
通
客
能

力
を
有
す
る
。
日
中
韓
ア
ジ

ア
ル
ー
ト
の
ク
ル
ー
ズ
船
も

多
数
運
航
さ
れ
て
お
り
、
今

後
の
国
内
外
ク
ル
ー
ズ
の
拡

大
、
発
展
が
期
待
さ
れ
る
。


